
私達熊本市国際交流 

振興事業団では平成16 

年度（2004年）より 

「すべての人が安心し 

て快適に暮らせる開か 

れた社会の実現」を目 

標に多文化共生事業を 

開始しました。 

毎年２月を多文化共生月間と位置付け、様々な多文

化共生社会づくりへの取組を写真やデータで紹介する

多文化共生パネル展の開催、平成20年（2008年）か

らは市民の皆さんと“多文化共生”について学び・考

える多文化共生シンポジウムを開催しています。第１

回目の多文化共生シンポジウムのテーマは「日本社会

の外国人～外国人に優しい社会は日本人にも優しい！

～」、その後「グローバルな視点から地域を考える」、

「熊本の素晴らしいところ、良いところいっぱいある

よ」、「国際結婚」、「医療通訳の必要性」、「多文

化共生社会づくりと外国人の人権」など“その時・そ

の時”の時代を捉えたテーマを取り上げてきました。

今回は“移民”をキーワードに、多文化共生セミナー

を開催しました。現在、日本は、海外からの移民を正

式に受け入れておらず、外国人への日本語教育や生活

オリエンテーション等の統合施策を行っていません。 

 

一方、労働力不足を補う為に海外から人材が必要と

されています。実際、熊本県下でも農業、工業等の分

野で働く技能実習の在留資格で在留する外国人が増加

しています。この様な在住外国人の増加に対応した地

域の多文化共生に必要な取組は何かを考えるきっかけ

とする為、今回、大阪・神戸ドイツ連邦総領事 イン

ゴ・カールステン氏に基調講演で多くの移民・難民を

受入れているドイツの移民難民の実情についてお話を

いただき、熊本で外国籍住民をホスト社会として受入

れに必要な取組について考えるヒントとし、後半のパ

ネルディスカッションでは、ファシリテーターに長岡

国際センター長 羽賀友信氏、パネリストとしてイン

ゴ・カールステン氏に加え、コムスタカ外国人と共に

生きる会代表 中島眞一郎氏、熊本学園大学教授申明

直氏をお迎えし、日本の移民政策の現状とドイツ、韓

国、オーストラリアの移民政策との比較、検討を行い、

具体的に今後、熊本がめざす多文化共生社会について 

実現の為にはどの様な 

政策、施策が必要かデ 

ィスカッションを行い 

外国人と共に暮らす多 

文化共生社会を考える 

一助としました。 
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